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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 2

■２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 1
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 9
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 11

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（15％）　 番号： 3
2.工程 ■1.短縮（63％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：静岡県掛川市菊浜645

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：静岡県浜松市中区細島町10-6

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1

1-2-1.河川／河川海岸

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

活用の効果

高潮堤防護岸(現場打ち)
15
63

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 プレキャスト高潮堤防護岸工法
収受受付年月日

高潮堤防護岸工事におけるプレキャスト化を実現したコン
クリート埋設型枠工法

開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

番号：

問合せ先

丸栄コンクリート工業㈱

静岡設計課
0537-72-2221

横山　実

0537-72-5061

053-460-6661

m-nakaj i ma@mar uei -con. co. j p

m-yokoyama@mar uei -con. co. j p

登録No.

1

2015年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

変更受付年月日

丸栄コンクリート工業
株式会社

１）何について何をする技術なのか？
　　高潮堤防護岸の構築において工程短縮が図れる工法です。
　　従来、河川、海岸の高潮堤防護岸工事における波返工、被覆工、基礎工は、現場打
　　ちにより構築されていますが、埋設型枠工法「プレキャスト高潮堤防護岸工法」を
　　採用することにより、工程短縮が図れます。
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
　　従来、高潮堤防護岸は、現場打ち型枠設置→コンクリート打設→型枠撤去により構
　　築しており、工程が長くなっていました。
３）公共工事のどこに適用できるのか？
　　河川、海岸の高潮堤防護岸工事における波返工、被覆工、基礎工に適用できます。

静岡支店　浜松営業所 053-460-6664

中島　紀夫

丸栄コンクリート工業㈱

mailto:m-nakajima@maruei-con.co.jp#
mailto:m-yokoyama@maruei-con.co.jp#


プレキャスト高潮堤防護岸工法 登録No. 0

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

土木工事標準積算基準書　令和２年度　静岡県交通基盤部
・護岸基礎ブロック工
・コンクリートブロック積み工（張）

土木工事施工管理基準　静岡県交通基盤部監修
　P.109、P.110

A-2

1.波返しベースブロック設置　2.止水板、タイバー設置　3.中詰めコンクリート打設
4.コンクリート被覆ブロック設置　5.止水板、目地材、スリップバー設置
6.中詰めコンクリート打設（１段毎）

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

波返しベースブロック　　　　1000×1000×2495　＠ 90,000
被覆ブロック（標準）　　　　1000× 500×5000　＠ 93,100
被覆ブロック（目地タイプ）　1000× 500×4990　＠101,500

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・プレキャスト製品を使用するため、若干のコストアップとなる可能性があります。
・機械化施工となり、施工性の向上は図れますが、施工用重機が必要となります。
・工場製作のプレキャスト製品のため、異形部は製作制限があります。

（長　所）
・現場打ち型枠の設置、撤去が不要となるため、工程の短縮が図れます。
・型枠の設置が不要となるため、熟練作業が軽減され、省人化が図れます。
・型枠材等が削減されるため、産業廃棄物排出量を抑制でき、環境にも配慮できます。
・工場製作のプレキャスト製品のため、品質にばらつきがなく、品質向上が図れます。

 

 

 

 



登録No. 0

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

製品の搬入路、施工用重機の設置ヤードが必要となります。

（適用できる条件）
従来工法(現場打ち)と同等ですが、製品の搬入路、施工用重機の設置ヤードが必要となります。
現場打ち型枠の設置、撤去が不要となるため、工期短縮を必要とする場合に効果があります。
仮設を行う工事の場合には、仮設費用の軽減により経済効果も高くなります。

折れ部や曲線部がある場合は、細部の検討が必要となります。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 プレキャスト高潮堤防護岸工法

A-3

（適用できない条件）
従来工法(現場打ち)と同等です。

断面変化が生じた場合の対応方法、端部処理方法については、検討中です。
 

 

 

 

 

 



A-4

登録No. 0

実績件数 公共機関： 64 民間：

発　注　者 施工時期

浜松土木事務所
R3年 2月

国交省浜松河川国道事務所 R3年 4月

国交省岡山河川事務所 R1年 8月

国交省大和川河川事務所 R1年11月

国交省岡山河川事務所 R1年12月

国交省出雲河川事務所 R2年 1月

国交省岡山河川事務所 R2年 3月

国交省大和川河川事務所 R2年12月

国交省岡山河川事務所 R3年 4月

国交省岡山河川事務所 R3年 4月

0

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 プレキャスト高潮堤防護岸工法

工　事　名

令和2年度高梁川鶴新田高潮耐震そ
の4工事

令和2年度高梁川鶴新田高潮耐震そ
の3工事

大和川住之江地区堤防耐震他工事

旭川平井護岸工事

高梁川鶴新田高潮耐震工事

中海西工業団地地区外護岸整備工
事

令和2年度［第30-K5661-01号］
浜松市沿岸域津波対策工事（被覆
工）

令和2年度　菊川同所地区高潮堤防
工事

吉井川西幸西築堤工事

住之江地区堤防強化工事



登録No. 0

標準断面図 波返しベースブロック

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 プレキャスト高潮堤防護岸工法

A-5

施工例 施工例

コンクリート被覆ブロック 波返し本体ブロック
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